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討
」
結
果
等
⑤
大
庭
台
墓
園
立

体
墓
地
等
の
再
整
備
に
向
け
た

取
組
⑥
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
⑦
環
境
事
業

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
⑧「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」と「
カ

ン
・
な
べ
類
」
の
夏
期
毎
週
収

集
の
試
行
結
果
及
び
今
後
の
方

向
性-

以
上
８
件
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
た
。

○
大
庭
台
墓
園
立
体
墓
地
等
の

再
整
備
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
〈
市
の
説
明
〉

大
庭
台
墓
園
は
、
昭
和
45
年

の
供
用
開
始
以
来
、
約
50
年
に

わ
た
り
市
民
の
墓
地
需
要
に
応

え
て
い
る
が
、
多
死
社
会
の
到

来
や
墓
じ
ま
い
の
増
加
に
伴
う

墓
地
の
移
設
等
に
よ
り
墓
地
不

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

１
月
20
日
と
３
月
２
日
に
開
催

さ
れ
た
。

１
月
20
日
の
委
員
会
で
は
、

湘
南
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
の
視
察
を
行
っ
た
。

３
月
２
日
の
委
員
会
で
は
、

陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
陳
情
は
趣
旨
不
了
承
と

決
定
し
た
。

ま
た
、
①
藤
沢
市
公
共
的
施

設
等
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止

を
推
進
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
定
②
元
気
ふ
じ
さ
わ

健
康
プ
ラ
ン
藤
沢
市
健
康
増
進

計
画
（
第
２
次
）
中
間
評
価
③

第
３
次
藤
沢
市
食
育
推
進
計
画

（
生
涯
健
康
！
ふ
じ
さ
わ
食
育

プ
ラ
ン
）
の
策
定
④
介
護
保
険

課
「
窓
口
業
務
の
あ
り
方
の
検

度
の
概
要
と
そ
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
２
年
12
月
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
制
度
実

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
知
す
る
仕

組
み
の
導
入
を
求
め
る
意
見
提

案
が
、
協
議
会
の
会
長
か
ら
市

長
宛
て
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
市

に
お
い
て
も
、
藤
沢
市
人
権
施

策
推
進
指
針
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
全
て
の
市
民
が
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
は
じ
め

と
す
る
多
様
性
へ
の
理
解
が
進

み
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
に
向
け

て
検
討
を
開
始
す
る
。

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
要
件
や
対
象
年

齢
・
住
所
地
等
の
要
件
、
申
請

方
法
や
発
行
す
る
証
明
書
の
内

容
・
形
式
及
び
証
明
書
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
で
き
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
検
討
し
て
い
く
。

導
入
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
ま
ず
要

綱
等
の
素
案
を
作
成
し
、
関
係

課
や
関
係
審
議
会
等
か
ら
の
意

見
聴
取
、
協
議
等
を
行
い
な
が

ら
、
２
年
８
月
頃
ま
で
に
は
制

は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明

書
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
や
、

市
税
の
証
明
書
に
つ
い
て
親
族

と
同
様
の
申
請
を
可
能
と
し
て

い
る
例
が
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
外
部
の

委
員
で
組
織
す
る
ふ
じ
さ
わ
人

権
協
議
会
に
お
い
て
、
意
見
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
賛
成
意
見
は

あ
っ
た
一
方
、
反
対
意
見
は
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
令
和
２
年

２
月
18
日
開
催
の
ふ
じ
さ
わ
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
協
議

会
で
は
、
次
期
プ
ラ
ン
策
定
に

向
け
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
パ

○
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導

入
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、

平
成
27
年
度
に
東
京
都
渋
谷
区

で
初
め
て
導
入
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
制
度
は
、
法
律
上
の
婚
姻

と
は
異
な
り
、
法
的
な
権
利
や

義
務
が
発
生
す
る
も
の
で
は
な

く
、
２
者
間
の
自
由
な
意
思
に

よ
り
、
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
支
え
合
い
、
協
力

し
合
う
こ
と
を
約
束
し
た
関
係

で
あ
る
こ
と
を
行
政
が
確
認
し
、

公
的
に
認
め
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
他
の
自
治
体
に
お
い
て

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

１
月
21
日
と
３
月
３
日
に
開
催

さ
れ
た
。

１
月
21
日
の
委
員
会
で
は
、

藤
沢
市
八
ヶ
岳
野
外
体
験
教
室

の
視
察
を
行
っ
た
。

３
月
３
日
の
委
員
会
で
は
、

陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
陳
情
は
趣
旨
不
了
承
と

決
定
し
た
。

ま
た
、
①
第
２
期
藤
沢
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

等
の
策
定
②
藤
沢
市
教
育
振
興

基
本
計
画
の
改
定（
最
終
報
告
）

③
奨
学
金
給
付
事
業
の
見
直
し

-

以
上
３
件
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

○
奨
学
金
給
付
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
、
経
済
的
理

由
に
よ
っ
て
進
学
を
断
念
す
る

こ
と
な
く
、
大
学
等
で
の
修
学

機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
藤
沢

市
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
、
国
に

お
け
る
高
等
教
育
の
修
学
支
援

新
制
度
が
開
始
さ
れ
、
低
所
得

世
帯
の
高
等
教
育
進
学
へ
の
支

援
が
充
実
す
る
。
し
か
し
、
所

得
に
よ
っ
て
は
、
国
の
奨
学
金

制
度
だ
け
で
は
学
費
を
十
分
に

補
う
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
が

あ
る
た
め
、
本
市
の
奨
学
金
に

つ
い
て
一
部
見
直
し
を
行
い
、

国
の
奨
学
金
制
度
と
の
併
給
を

可
能
と
す
る
こ
と
で
、
対
象
世

帯
の
拡
充
を
図
る
。

見
直
し
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
学
習
支
援
団
体
等
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
た
結
果
を
踏

足
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
今
後

の
立
体
墓
地
等
の
再
整
備
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

墓
地
利
用
状
況
と
し
て
、
大

庭
台
墓
園
に
は
、
平
面
墓
地
と

立
体
墓
地
が
あ
る
。
平
面
墓
地

は
、２
万
６
３
６
７
区
画
あ
り
、

平
成
６
年
度
に
随
時
募
集
を
終

了
し
た
。
そ
の
後
、
７
年
度
に

現
在
の
立
体
墓
地
を
新
設
し
、

普
通
納
骨
壇
及
び
集
合
納
骨
壇

を
整
備
し
た
。
ま
た
、
17
年
度

に
は
新
た
に
合
葬
納
骨
壇
を
整

備
す
る
な
ど
、
順
次
、
建
物
内

の
納
骨
壇
を
増
設
し
、
29
年
度

を
も
っ
て
、
普
通
納
骨
壇
３
８	

８
４
区
画
、
集
合
納
骨
壇
８
１	

６
区
画
、
合
葬
納
骨
壇
６
２
７	

２
区
画
の
整
備
を
完
了
し
た
。

立
体
墓
地
内
納
骨
壇
の
貸
付

見
込
み
に
つ
い
て
は
、
早
け
れ

ば
、
令
和
４
年
度
以
降
に
墓
所

の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。ま
た
、

合
葬
納
骨
壇
に
つ
い
て
は
、
使

用
期
間
を
20
年
と
規
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
収
蔵
し
て
い
る

遺
骨
を
別
に
納
め
る
施
設
で
あ

る
合ご

う
祀し

墓ぼ

を
、
７
年
度
ま
で
に

新
設
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
建
物

総
務
常
任
委
員
会
は
、
３
月

４
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
３
件

を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議

案
は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

ま
た
、
①
市
職
員
の
不
祥
事

に
係
る
経
過
②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
導
入
③
市
税
等
の
納

付
環
境
の
拡
大
に
向
け
た
取
組

④
藤
沢
市
国
民
保
護
計
画
の
変

更
⑤
郷
土
づ
く
り
推
進
会
議
の

今
後
の
あ
り
方
⑥
藤
沢
市
南
消

防
署
本
町
出
張
所
（
第
９
分
団

器
具
置
場
）
再
整
備
事
業-

以
上
６
件
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。 常

委

会

任

員

・

別

員

の

特

委

会

動
き

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
検
討

自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
社
会
を
目
指
す

総　務

立
体
墓
地
等
の
再
整
備
を
計
画

大
庭
台
墓
園
の
墓
地
不
足
解
消

厚生環境

多
目
的
な
利
用
を
目
指
す

（
仮
称
）藤
沢
市
藤
沢
駅
前
広
場
条
例

建設経済

け
た
。

○
（
仮
称
）
藤
沢
市
藤
沢
駅
前

広
場
条
例
（
素
案
）
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

藤
沢
駅
周
辺
地
区
は
、
こ
れ

ま
で
サ
ン
パ
レ
ッ
ト
や
サ
ン
パ

ー
ル
広
場
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
っ
て
き
た
が
、
ハ
ー
ド
面

の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
な
ど
、
ソ
フ
ト
面

へ
の
取
組
も
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
で
、
よ
り
使
い
や
す
く
、
多

目
的
な
利
用
が
可
能
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
素
案
は
、
９

つ
の
項
目
で
構
成
し
て
い
る
。

ま
ず
、
条
例
の
目
的
と
し
て

は
、
藤
沢
・
湘
南
の
玄
関
口
に

位
置
す
る
藤
沢
駅
周
辺
地
区
に

お
い
て
、
市
民
や
来
街
者
の
、

憩
い
や
交
流
の
場
の
提
供
及
び

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
付
加
価
値
を
高
め
る

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と

定
め
る
。

次
に
、
広
場
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
使

用
を
承
認
し
た
場
合
及
び
管
理

運
営
上
必
要
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
広
く
市
民
や
来
街
者
に
開

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

２
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

４
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件

を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議

案
は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
、

請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
、

陳
情
は
全
て
趣
旨
不
了
承
と
決

定
し
た
。

ま
た
、
①
（
仮
称
）
藤
沢
市

藤
沢
駅
前
広
場
条
例
（
素
案
）

②
藤
沢
市
道
路
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
（
素
案
）-

以
上
２
件
に
つ
い
て
報
告
を
受

施
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
関

係
機
関
へ
の
制
度
の
周
知
や
依

頼
等
を
行
い
な
が
ら
、
３
年
４

月
に
制
度
を
施
行
す
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
考
え
て
い
る
。

放
す
る
こ
と
を
定
め
る
。

そ
し
て
、
使
用
の
許
可
等
に

関
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
許
可

を
得
た
場
合
に
は
、
広
場
の
一

部
を
独
占
し
て
使
用
で
き
る
こ

と
を
定
め
る
。

そ
の
ほ
か
、
利
用
料
金
、
禁

止
す
る
行
為
、
指
定
管
理
者
に

よ
る
管
理
に
つ
い
て
な
ど
６
項

目
を
定
め
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
４

月
に
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
２
年
６
月
市

議
会
定
例
会
に
条
例
案
の
提
案

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
条

例
の
施
行
は
、
３
年
４
月
を
予

定
し
て
い
る
。

の
西
側
に
新
た
な
建
物
の
建
設

を
計
画
し
、
墓
地
不
足
の
解
消

を
図
る
。

立
体
墓
地
の
現
在
の
建
物
に

つ
い
て
は
、
平
成
２
年
度
に
策

定
し
た
大
庭
台
墓
園
立
体
墓
地

基
本
計
画
基
本
設
計
に
お
け
る

前
期
計
画
に
基
づ
き
建
設
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
後
期
計
画
の
中

で
は
、
現
在
の
建
物
の
西
側
に

連
続
す
る
新
建
物
の
建
設
を
計

画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
合
葬

納
骨
壇
及
び
合
祀
墓
が
想
定
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
、
一
部
現
状

に
即
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
墓
地
需
要
動
向
等
を
踏

ま
え
、
立
体
墓
地
の
施
設
規
模

や
、
新
設
す
る
合
祀
墓
の
規
模	

・
仕
様
等
に
つ
い
て
、
新
た
に

基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
く
。

想
定
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
、
令
和
７
年
度
中
に
合
祀

墓
と
新
建
物
部
分
の
供
用
を
開

始
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
、

２
年
度
中
に
基
本
構
想
の
策
定

を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
年
度
６
月
補
正
予
算
に
て
、

策
定
費
用
を
計
上
す
る
予
定
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
基
本
構

想
を
策
定
す
る
中
で
、
今
後
の

詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
事
業

費
等
を
精
査
し
て
い
く
。

今
後
の
取
組
と
し
て
、
立
体

墓
地
等
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、

第
３
次
公
共
施
設
再
整
備
プ
ラ

ン
へ
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

新
た
な
市
政
運
営
の
総
合
指
針

の
策
定
に
向
け
た
中
長
期
課
題

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、

引
き
続
き
墓
地
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
、
今
後
の
墓
地
運
営

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

国
の
新
制
度
開
始
に
併
せ

対
象
世
帯
を
拡
充

藤
沢
市
給
付
型
奨
学
金
制
度

子ども文教

ま
え
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い

て
は
、
合
計
所
得
２
５
０
万
円

未
満
の
世
帯
ま
で
対
象
と
な
る

よ
う
拡
充
す
る
。
ま
た
、
給
付

人
数
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
３

人
か
ら
６
人
程
度
に
拡
大
す
る
。

令
和
元
年
度
ま
で
に
採
用
さ

れ
た
奨
学
生
に
つ
い
て
は
、
国

の
奨
学
金
制
度
に
よ
り
授
業
料

等
の
減
免
が
適
用
さ
れ
る
場
合

に
は
、
減
免
後
の
授
業
料
等
を

対
象
と
し
て
支
援
す
る
。

本
事
業
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

２
年
度
に
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
ふ
じ
さ
わ
へ
の
掲
載
、

市
内
及
び
近
隣
市
の
高
校
等
へ

の
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

補
正
予
算
常
任
委
員
会

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

３
月
５
日
と
25
日
に
開
催
さ
れ

た
。３

月
５
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
８
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
全
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

３
月
25
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

現在の立体墓地の西側に新たな建物の建設を計画する＝大庭台墓園

交流の場や本市の魅力発信により、藤沢駅前のにぎわいを創出する

⑺


